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第一章 緒 言

血液 ノ細菌 二封 スル作用 ヲ検 スル爲 一、最 モ'古

ク用 ヒラレタル方 法ハ、 血液 テ細菌 トー定時間

作用 サ セ、其 ノ後 二之 テ固形 培養 基 ニ移植 う、

一 方血液 ラ作用 サセズニ固形 培養基 ニ移植 シタ

モ ノトノ培養 ラ比較 シ其 ノ聚 落敷 ニ ヨツテ血液

ノ作用 テ定 ノタ.コ ノ方 法 ハ血液 ノ殺菌作用 テ

知 ル ーハ充分用 ヒ得 ル モ ノト思 フガ、細菌 ノ檜

殖 力 ガ血液 二作用 サ レテ居 ル間低 下 シ、新 シイ

固形培養基 二移 シタナ ラバ再 ビ盛 二檜殖 ヲスル

様 ナ場合、即 チ細菌 ガ死滅 シテ シマ ツテナイデ、

一時生活力 ガ弱 ツタモ ノニツ イテ知 ラウ トスル

ーハ此 ノ方法 ハ満足 ナモ ノ ト云 ハ レナ イ｡ソ レ

ニノ・如何 シテモ血液 ノ作用 ラ最後迄 ウケル様 ナ

考察 テ要 スル｡コ ノ目的 二・・初 メハ毛細管 内血

液培養 ガ用 ヒラレタガ近來A.E.Wrightガ

叢 案 シタ``Slidecellculture,,ガ 最 モ便利 デア

ル、 コ ノ方 法 ハ血液 自身 ノ中 デ細菌 ヲ培養 スル

生テ特 徴 トシテ居ル｡其 ノ方 法 ニ ツ イテハ後述

スルガ、1923年 二彼 ハコ ノ方 法 ラ登表 シタ｡翌

年1924年 二 彼ハ此 ノ方法 テ用 ヒテ、人 血液 中二

結核 菌 テ培 養 シ、血液 中 二結核 菌ハ掲立 シタ聚

落 テ形成 スル コ トテ獲見 シタ.彼 ノ實験成 績 ニ

ヨル ト、結核 菌 ハ健康 ナ人 ノ血液 中 ニテ非 常 ニ

ヨク獲育檜殖 スルガ、結核 患者 ニ依 ツテ其 ノ血

液中 ニ結 核 菌 ノ増 殖 テ阻止 スル作用 子生 ジタ｡

コ ノ作用 ノ・白血球 ト密接 ナル關係 ガアル ト読 イ

テヰル｡彼 ノ報 告 ニノ、不 幸 ニモ實験 例 ニ關 スル

記載 ガ無 イノデ實験 ノ例敷 ラ知 ルコ トガ出來 ナ

イ｡

Wrightノ 研 究 ニ端 ヲ登 シテ、血液 ノ結核菌 二

封 スル増 殖阻 止 ノ作用 二關 スル實験 が相次 イデ

現 ハ レタ｡

動 物實験 デWrightノ 設 ラ支持 シタノ・・佐藤

ラ以 テ最初 トスル｡佐:漆 ノ・今村博士 ノ指導 ニ ヨ

リ、健 常海猿血液 中 ニハ人型結核菌 ハ ヨク登育

増殖 スル ガ、結核 感染海狼血液 中 デノ・檜殖 ガ阻

止 サ レルコ トテ知 ツタ.次 イデG.Meissner

モ海 猿 ニツ イテ佐藤 ト同様 ノ實験成績 テ得 タ｡

彼 ハ撒 名 ノ人 血 一ツ イテモ實験 ラ行 ヒ、海狽 デ

モ人 デモ血液 内 ノ結核菌檜殖 ハ個性 ニ ヨ リ影響

サ レ決 シテ異 同 ハ海狽 ヨ リ人間 ノ方 ガ著 シイ ト

述 べテ居 ル｡Sonakノ ・数名 ノ見 童ニツ イテ實瞼
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シ、 ピルケー 反慮陽性 ノ揚合 ニハ其血液 中二結

核 菌 ノ壇殖悪 クピルケー反磨陰性 ノ場合 ニノ・檜

殖良好 デ ア ルト報告 シテ居 ル｡伊 藤 ハ今村博士

ノ命 ニ ヨ リ、免疫方法 ト血液 ノ結核菌檜殖阻止

作用 トノ相互 關係 ラ研究 シ、生菌及 ビB、C、

G菌 ニ ヨル免疫 ハ結核菌増殖阻iL作 用 テ現 ハ ス

ガ、 死菌 デノ・現 ハ レナ イコ トラ知 ツ久 又 伊

藤 、飯 田、野 尻、澁川 ハ猿 ニ ツイテ、B、C、

G増 殖阻止作 用 ガ襲現 スル コ トヲ謹 明 シタ｡緒

方 ・・血液 ノ結核菌檜殖阻 止作用 ノ・種 々 ナル條件

ニ ヨリ影響 テ受 ケル コ トヲ實験 シタ.澁 川 ハ重

症結 核患者血液中 ニ・・結 核菌 ガ ヨク檜 殖 スル コ

ト斗實瞼 シ、Wrightノ 及 バナカ ツタ新 シイ見

界 ラ開 イタ｡

今 村博士、澁川 ハ又當教室 ノ外來及 ビ入院患者

ニ ツイテ、其 ノ血液 ノ結 核菌増殖阻止作用 テ検

査 シ、 其 ノ撒 既 二2000ニ 達 シタガ、其 ノ封 照 ト

成 ル可 キ健康人 ノ血液 ニツ イテ實験 ヲ行 フ機會

ガ無 カ ツタ｡昨 夏 、偶々本學學生 及看護婦 ノ「ツ

ベル ク リン」反鷹検査 ノ議 ガ起 ツタ際、今村教授

ノ命 ラ受 ケテ、 余等 ハ其 ノ血液 内ニ於 ケル結核

菌増殖 ノ}伏態 テ検 スル事 ガ出來 タ｡Wright以

來 、 健康人 ノ血液 ニ ツイテモ實験 サ レテノ・居 ル

ガ、 其 ノ例 数 ノ・各研 究者 ノ例撒 ラ加算 シテモ極

メテ少 ナ イ｡余 等 ノ實験例 ハ相等 ノ敷 ニノボツ

タカ ラ、今蝕 ニ其 ノ實験 成績 ラ報 告 スルレ｡コ ノ

實験 成績 ハ昭和6年4月 ノ日本結核 病學 會デ登

表 シタモノデアル｡

第二章 實験方法

當教 室 デ現 在用 ヒテ居 ル方法 ノ・、Wrightノ 登

案 シタ"Slidecellculture"法 ニ端 ラ登 シ、今

村教授 指導 ノモ トニ佐藤、 高橋、伊藤 諸氏 ノ改

良軍純 化 シタ方法 デ アル｡其 ノ方法 ニ就 テハ前

記諸 氏 ノ論文 中 ニ詳 シク述 ベ ラレテ居 ルヵ ラ、

コ ・デハ簡輩 ニ記載 スルコ トニ シタ.

日)實 験準備

培 養 ヲ行 フニ先立 ツテ次 ノモ ノヲ用 意 スル｡

(イ)結 核 菌俘游液 使用 シタ菌 株 ハ當教室保存

ノ人 型結核菌 上池株 デ馬 鈴薯培養2週 間乃 至3

週 間 ノモ ノ・中登育 ノ良好 ナルモ ノテ揮 ブ｡璃

瑞 ノ乳 鉢 デ、磨 リッブ シツ ・生理的食盤水 デ1

琵 中10彪 ノ菌 ヲ含有 スル菌液 テ作 ル｡コ ノ菌液

ヲ遠 心器 二 ヵケ、粗 大 ナ菌塊 テ沈澱 セ シメテ其

ノ上澄液 ヲ用 ヒル｡此 ノ菌液 ノ濃 隻ハ毎同同一

デ アル ノ弓理 想 トスル｡菌 俘游液 ハ必ズ實験前

ニ新 シク調製 シ新鮮 ナモ ノテ用 ヒ子バ ナラス
｡

(ロ)培 養容器、培養容器 ハ2枚 ノ「オブエ ク トグ

ラス」デアル｡コ レテ重 子テ其 ノ 問 二僅少 ナ間

隙 ラ作 リ、其 ノ周邊 ラ「パ ラフィン」デ封 ズ レバ

容器 トナル｡コ ノ間隙 テ作 ル ニハ、厚 サ約0.05

粍 ノ細長 イ紙 片テ、一 方 ノ硝子板 ノ雨端 ニ糊 デ

貼 リツケ レハ ヨ イ｡紙 ラ貼 ツタ硝子板 ト貼 ラナ

イモ ノ トラ同数 ダケ乾燥滅菌 シテ置 ク｡

(ハ)被 蓋用 「シヤー レ」、操作 中「オブヱ ク トグラ

ス」ラ被 フテ雑菌 ノ入 ル ノラ防 グニ用 ヒル｡滅 菌

シテ置 ク｡

(ニ)「パ ラフ{ン 」溶融用小鍋 ト毛 筆｡

(ホ)注 射器及注射針、 「ツベル ク リン」注射器 テ

用 ヒル｡

(2)探 血 方 法

培養 ハ普通 二行ヘ バ、探血 スル ト直 チニ行 フノ

デアルガ、多人撒 ヲ同時 ニ検査 スル揚合 ニハ、

此 レデハ培養 ガ渉 ラナ ィカ ラ次 ノ様 ナ方法 テ案

出 シタ｡

被 検者 ノ正 中静脈 カラ型 ノ如 ク2乃 至3琵 探血

シ、之 レテ豫 メ用 意 シテ置 イタ碑氷 ラツ メタニ

重桶 ノ中 ノ桶 ノ氷中 ニツ キ 描 シ テ置 クノデ ア

ル｡斯 クスル ト相 常時間凝血 シナ イ｡探 血直後

ニ行 ツタ培養 ノ成績 ト、氷 デ冷 シタ後 ニ種 々ナ

時 間 ニ行 ツタ培養 ノ成績 トノ間 ニハ攣化 テ見 出

サ ナヵッタヵ ラ此 ノ方法 ラ探 用 シタノデ アル｡

(3)培 養 操作

豫 メ調製 シテア ル 菌俘游液 ノ約0.05琵 ト探 血

後氷 中ニ貯 ヘ テ置 イタ血液 ノ0.5耗 トラ、 ヨク

混和 シテ、紙片 ラ貼 ツタ「オブエ ク トグ ラス」ノ
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上 ニー滴 ヅツ、2ケ 所 ニ滴下 スル｡然 シテ直 チ

ニ他 ノ1枚 「オ ブエ ク トグラス」ラ其 ノ上 ニ ノ

セ、周邊 テ「バ ラフ,ン 」デ完全 二封 ジル｡コ ノ操

作 ハ無菌的 ニ可及的迅速 二行 フ ノ ハ 勿論 デア

ル｡操 作 ノ終 ツタモ ノハ、囁 氏37度 ノ卵柳 器 内

ニ納 メテ培養 スル｡

(4)標 本 製作

7日 間卿卵器 ニ納 ノ タ培養器 ラ取 リ出 シテ、

小刀 デ周縁 ノ「バ ラフ,ン 」ヲ除 キ、刀 テ2枚 ノ硝

子 ノ間へ播 入 シテ離 ス｡凝 固 シタ血液膜 バー一方

ノ硝 子面 二附著 スル、 附著 シタ硝子 テ先 ヅ水中

二投 ジ時 々水 ラ交 換 スル時・・、3り分乃至L)、3時

間 デ赤血球 ノ大部分 力溶 ケテ,白 色 ノ菲膜 トナ

ル、之 テ10%「 フ,ル マ リン」溶液 中 デ殺菌固定

スル｡次 デ水 洗 シ「フ,ル マ リン」子去 リ、室温 デ

乾燥 サセル｡乾 燥 シタ標本 ノ・型 ノ如 ク結核菌 染

色 ヲ施 ス.

第三章 培養所見

培養 シタ結核菌 ノ増殖 シタカ否 カノ・、非常 ニ檜

殖旺盛 ナモ ノ ・外、 之 テ肉眼的 ニ判定 スル コ ト

ハ出來 ヌ｡顯 微鏡 ノカ ヲカ リテ判 定 セ子バナ ラ

ヌo

檜殖 力非常 ニ盛 ンナモ ノデハ、之 レテ光線 ニ透

シテ見 ル ト標本 ノ周邊 二近 ク紅 色 ノ最 ラ肉眼的

ニ認 メル コ トガ出來 ル｡結 核菌数 ガ30前 後 ヨリ

ナル聚落 ガ多数 アル場合 二見 エル｡ソ レ以下 デ

ハ顯微鏡 ノ検査 テ要 スル｡

増 殖 ノ著明 ナルモ ノデハ弱 廓大(「 ツァイス」接

眼鏡3、 封物鏡AA)デ 多 敷 ノ紅染不規 則 ナ聚落

ガ見エル｡中 等度 ノ増殖 テ シタモ ノデモ 、弱

廓大 デ僅 カニ判定出來 ルガ、上曾殖 ノ微弱 ナモ ノ

デハ判 定 シ得 ズ'｡強 廓大 ノ(「 ッアイス」接眼鏡

3、 封物 鏡 ノ1/12)デ 聚 落 ノ個 々 テ見 ル け曾殖

ノ盛 ンナモ ノデハ、無 数 ノ菌 ガ集 ツテ不規則 ナ

聚落 ラ作 リ増 殖 ノ弱 イモ ノデへ 撒個 ノ菌 ガ松

葉状或 ハ束状 ノ聚落 テ作 ツテ居 ル｡

同一標本 デモ聚落 テ作 ル菌 ノ数 ・・同一 デナ ク、

標本 ノ周邊 二近 ク最 モ登 育歌態 ガ ヨイ｡故 ニ塘

殖程度 ノ判定 ニ・・、標 本全面 ノ増殖状態及 ビ殊

二周邊部増殖状態 テ重要覗 シテ精 査 スル必要 ガ

アルレ｡

本 實験 ニ探用 シタ増 殖程度 ノ分類 ハ次 ノ通 リデ

ア ルレ｡

(一)封 照 ト同様、菌 ノ登育増殖 ラ認 メナ イ

モ ノ｡

(±)菌 ハ梢 ヒ叢育 シ、大部分 ノ聚落 ガ3個

迄 ノ菌 カラナルモ ノ｡

(+)多 敷 ノ聚落 ガ4乃 至1り 個 ノ菌 ヵラナ

ルレモ ノo

(十)多 数 ノ聚落 ガ11乃 至20個 ノ菌 カ ラナ

ル モ ノo

(帯)多 撒 ノ聚落 ガ21乃 至 駒 個 ノ菌 ヵ ラナ

ルレモ ノo

(柵)ソ レ以上 ノ増 殖 テ示 スモ ノ｡

第四章 實験材料及ビ實験成績

此 ノ實験 ハ、大阪署科大學學生及 ビ同大學附囑

醤院 ノ看護婦 ニ ツイテ行 ツタモ ノデ アル｡

實 騰 鰍 ハ332例.何 レモ」ニルケー氏厚慮又・・

マ ン トウ氏反鷹 テ検 シ、2米 遠距離撮影 ニ ヨル

胸 部「レン トゲ ン」爲眞 ヲ参照 シ、型 ノ如 ク胸部、

腹部其 ノ他 ノ理學的診断 ガ行 ハ レテ居 ル｡

右 ノ撒掌 ハ健康 ナモ ノ ・ミデノ・無 ク、 此 ノ度 ノ

診断 ニ ョ'ソテ始 メテ病竈 テ登 見サ レタモ ノモ含

マ レテ居ル｡

第 一 節 第 一 學 年 學 生 島 ツ ィ テ

ノ實 験 成 績(A群)

第 一學年學 生中本實 験 ニ加 バ ッタモ ノハ、訂 名

デ アツタ.特 ニピル ケー氏 反鷹 ラ考慮 二入 レテ

成績 テ表示 スレバ、第 一表 ノ通 リデアル｡

表 中 〔 〕外 ノ数字 ハ實撒 ラ示 ス｡

ピル ケー反 鷹ノ・次 ノ如 キ標準 ニヨリ判 定 シタ
｡
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即 チ 襲赤直径 4粍 迄 ラ(±)

5-10粍 テ(十)

11-15粍 テ(十)

16--20粍(柵)

21-一一粍 以 上 テ(冊)ト シ タ｡

第一表 第一學年生 ノビルレケー反磨ト血液内結核菌壇殖

「＼ 遷ルケ伽＼ 、 、

菌増殖

8

一 ± 十 什 菌壇殖合計

一
010ヌ6」,0〔Og6」 1〔1・1%〕 山1〔1・1%〕 2L2.3%〕

± 1「1.196」1〔1.1%〕 3〔3.4%」 1〔1.1%〕 6〔6.9%〕

十 7「8.0づo〕:14〔16.696〕
1

33「37.9%」 7〔8.096〕 61〔70.1%〕

什
1

66.996〕16〔6.9多6〕 4「4.6%
一

0〔0%〕 16〔18.4%〕

1十 什 1〔1.1%〕11〔1.1%〕 0〔0%〕 0〔0%〕 2〔2.3%〕

ピルレケ ー反 磨 合 計 1517.276』122「25.3ア6'1『 一 41〔47.1ヌ6」 9〔10.4%〕 87〔100%〕
昭

本 實験 ニ於 テ結核 菌 力血液 中 一

多少 トモ増 殖 スルモ ノハ97.7%(95例)

全 列 曾殖 セ ヌモ ノハ2.3%(2例)

デ アツタ.全 ク曾 殖 テ示 サナイ2例 ハ身艦検査

ノ結果病 竈 ラ登 見 サ レタモ ノデアル ヵラ、此 ノ

2例 ヲ除 ケバ、健康 者 ノ全部 ノ例 ニ於 テ、多少

トモ血液 内結核菌曾殖 ラ認 メ得 タ ト云 ヒ得 ル｡

省 ホ明 ヵニ檜 殖 ラ示 シタモノ、 即 チ(+)以 上 ノ

檜 殖 テ示 シタモ ノ・・、90.8%(87例 中79例)デ

アルカ ラ、 本實験 ノ大 多数 ニ於 テ檜殖 可良 デ ア

ルレo

結 核 菌 ノ血 液 内 ニ於 ケ ル 塘 殖 ノ程 度 バ ー 様 デ ナ

イ コ トハ前 表 ニ ヨ ツ テ モ 知 レ ル｡

即 チ

最 モ 多 イ モ ノノ、、(十)ノ70.1%(61例)

次 デ 多 イ モ ノ ハ 、(十)ノ!8.4%(1(.;例)

之 二次 グ モ ノ ノ・、(± 、ノ(;.9%(6例)

最 モ 少 ナ イ モ ノ ハ 、(榊 ノ2.3%(2例)

テ ア ル｡

ピ ル ケ ー 反 慮 二 關 シ テ ハ 、 吐}以 上 テ 陽 性 ト見

レ バ'

陽性 ヲ現 ハ スそ ノ92.9%σ2働

陰 性 デアツタモ ノ17.2%〔15例)

ト云 フ結果 テ示 シタ.

血 液 内 ノ結核菌檜殖 ト、 ピル ケー反慮 トノ關係

ハ次 ノ表 ノ通 リデ アル(第 二表1｡

第 二二 表

陰 性

陽 性

陰 性

0〔0%〕

15「17.296〕

陽 性

2〔2.3%〕

70〔80.5%〕

印 チ、 ピル ケー反慮陰性 デ而 モ菌 ノ檜 殖 モ認 メ

得 ナカツタ例 ハ1例 モナ ィ｡ピ ル ケー反 慮 ガ陰

性 デ、菌 檜殖陰 性 ノモ ノガ2例 アツタガ、 之ハ

結核 二罹患 シタ學 生 デアツタ｡

菌 増殖陽性 ノモ ノ ・中 デハ、 ピル ケー反慮陰性

ノモ ノニ比 シ、 陽性 ノモ ノガ非常 二多数 ラ占 ノ

テ居 ル｡

第 二 節 第 三 及 ビ第 四 學 年 學 生

ニ ツ イ テ 月實 験 成 績(B群)

第 三及 ビ第四學 年學 生中、 此實験 ニ参 加 シタモ

ノハ52名｡其 ノ成績 テ総括 表示 ス レバ第三表 ノ

通 リ｡

第三表 第三、四年ノビルレケー反磨 ト血液内結核菌培殖

＼課
、

菌

±

十

〕.0ク/
0〔0

工/0ク/0〔0

ー
F
」
「

/
0
ク

/

8}
♪一」の冒

±

、I
i
月

ノ
0
ク
/
0〔0

〕/090〔0

/
0ク/
5ウ
0
1〔7

十

0〔0%〕

1〔1.996〕

25〔48.1%〕

十十

0〔0%」

4〔7.7タ6〕

2〔3.8タ6〕

菌埴

0

5L

36〔6
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匿 慮合言,

1L1.9ヲ6」 5〔9.6%〕

3〔5・8%〕112〔23・1%〕

5L9.6%」

31〔59.6%〕

0「0%〕11L21.2%」

6〔…5%〕i52〔 …%」

本實験 二於 テハ血液中 ニ結核菌 ノ檜殖 テ認 ノナ

イ例 ノ・無 イ｡総 テノ例 二於 テ多少 トモ}曾殖 テ示

シタn

菌 檜殖 ノ著 シキモ ノ、自ロチ(+)以 上 ノ檜殖 テ示

シタモ ノハ、904%(52{列 中47例)デ アル カラ、

第 三及 ビ第 四學 年學生大 多撒 ノ血液 中ニ菌 ノ檜

殖可良 デアル｡

結 核菌 ノ血液 内一於 ケル増殖 ノ程度本實験例 二

於 テモー様 デナイ｡自 ロチ

最 モ多 イモ ノノ、、(十)ノ69.L)%〈36例)

次 イデ多 イモ ノ・・、(十)ノ21.2%(日 例)

之 二次 グモ ノノ・、(±)ノ9.6%(5例)

テ アル｡

ピルケー反慮 ニツ イテノ、

陽性 テ示 スモ ノ、94.2%(49例)

陰 性 テ示 スモノ、5.8%(3例)

デ アツテ、第 一學 生 ノピルケー反癒 ヨリ陰性 ノ

撒 二於 テ減少 ラ示 シ、 從 テ陽性率 ガ高 クナ ツテ

ヰル コ トテ知 ル｡

血 液 内 ノ結 核菌檜殖 ト、 ピルケー反慮 トノ關係

ノ・次 ノ表 ノ通 リデ アル(第 四表) ｡

第 四 表

モ ノノ、本實験 ニ於 テモ1例 モナカツタ｡ピ ル ケ

ー反慮陽性 デ菌上曾殖 ノ陰性 ナモノモ無 カツタ、

此後者 ニハ第 一節 ノ實験例 ニテ2名 ノ罹患者 ラ

登見 シタノデ アル｡故 二此 ノピル ケー一ズ癒陽性

デ菌檜殖陰 性 ト云 フ成績 ハ注 目ニ値 スルモ ノ ト

考 ヘル｡

菌 檜殖陽性 ナモ ノ・中 デハ、 ピルケー反 鷹陰性

ノモ ノヨ リモ、 陽性 ナモ ノ・方 ガ遙 ニ多撒 テ占

メテ居 ル｡

第 三 節 看 護 婦 ニ ツ イ テ ノ實 験

成 績 其 ル1(C群)

昨 年4月 及9月 二入學 シ タ 看護婦講習生78名

ニ ツ イテ入學後 程 ナ ク行 ツタモ ノデ
、其 ノ多 ク

ノ・地方 ヵラ出 テ來 タモ ノデアル｡本 實験 デハ、

他 ノ目的 ノ爲 ニ ピル ケー反慮 ノ代 リニマ ントゥ

反慮 テ検 シタ｡其 ノ成績 テー括 表示 スレバ第 五

表 ノ通 リデ アル｡マ ン トウ反慮 ハ5000倍 二稀

繹 シタ「薔 ツベル ク リン」液 ノ0.1姥 テ上臓 内側

皮 内二注射 シ封 照 トシテ同一濃度 二稀澤 シタ濃

縮 肉汁 ヲ使 ツ タ｡其 ノ成績 判定 二・・腫脹叢赤 ノ

直脛 ヲ測定 シ次 ノ如 キ標 準 ラ トツタ｡

陰 性

陽 性

陰 性

J
0〔0%〕

3〔5.8%〕

陽 性

1
0〔0タ6〕

49(94.2ア6〕

即チピルケー反慮陰性デ而 モ菌増殖 ノ陰性 ナル

自ロ 登赤直径

,,

7粍 マ デ ヲ(±)

8-15粍 マ デ テ(十)

16三 〇粍 マ デ テ(十)

21-25粍 く・H十)

25粍 以 上 テ(柵)

第五表 看護婦ノマントウ氏反庶 ト血液内結核菌培殖(其 ノ1)

±

十

十十

柵

マ ン トウ反 瑛票合 言†

0〔0ラ6」

0〔0%〕

17〔21.7ヲ6〕

15〔19.2ア6〕

14〔17.8タ6〕

46〔59.0ヲ6〕

±1+

0〔0%〕

0〔0%〕

3〔3.9タ6〕

0 〔δ万

1〔1.3%〕

4〔5.1%〕

0〔0%〕

0〔0%〕

12〔15.4%〕

3〔3.9%〕

0〔0%〕

15〔19.2%〕

本實験 ニ於 テモ、第二節 ノ實験 ト同 ジク、血液

0〔0%〕

0〔0%〕

6〔7.7.6〕

0〔0%〕

0〔0%〕

6〔7.7%〕

柵

0〔0%」

3〔3.9夕6〕

2〔2.6%〕

0〔0%〕

0〔0%〕

5〔6.496〕

柵

0〔0961

1〔1.3%〕

1〔1.3/Oo/〕

0〔0%〕

0〔0%〕

2〔2.6%〕

0

殖 ∫↑計

昌

(,勾

5.1ア6〕

2｡c%〕

3.1%〕

9.296〕

10096〕

一1

中 ニ結核菌 ノ壇殖 テ認 メナ イ例 ハ無 ク、惣 テニ
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於 テ多少 トモ増殖 テ示 シタ｡

菌 檜殖 ノ明 カナルモ ノ、即 チ(+)以 上 ノ檜殖 テ

示 シタモ ノノ・、94.9%(78例 中74例)デ アルカ

ラ、 新入看護婦講習生 ノ大多撒 ノ血液 中 ニハ結

核菌 ノ檜殖可良 デアル｡

結 染菌 ノ血液 内 ニ於 ケル増殖程度 ハ、本實験例

ニテモー様 デ ナイ
｡自 ロチ

最 モ多 イモ ノ・・、(+)ノ52.6%(41例)

次 デ多 イモ ノハ、(十)ノ23.1%(18例)

之 ニ次 グモ ノノ・、(辮)ノ19.2%《15例)

最 モ少 イモ ノ・・、(±)ノ5.1%(4例)

デ アル｡第 一節及 ビ第二節實験 ト異 ル塵 ハ(冊)

ガ相當多 ク、(±)テ 凌駕 シテ居 ル鮎 デアル｡マ

ン トウ反鷹 二就 テハ
、

陽性 ヲ示 スモ ノ・・、41.0%(32例)

陰 性 ナルモ ノハ、59,0%(46例)

デ アツテ、前二節 ノ實験 ト異 ナル鮎 ハ、陰性卒

高 ク、 陽性率 ノ低 イコ トデ アル.

血 液 内 ノ結核菌檜殖 ト、 マ ン トウ氏反慮 トノ關

係 ハ次 ノ表 ノ通 リデ アル｡

第七表

第 六 表

}ン トウ反態

響
陰 性 陽 性

性

陽 性

0〔096〕0〔0%工

146r599a/32「"%〕

即 チマ ン トウ氏反磨陰 性 ナルモ ノデ、菌 檜殖陰

性 ナモ ノ無 ク、 マ ン トウ氏反慮陽性 デ菌檜殖陰

性 ナル モ ノナカツタ｡菌 増 苑(±)ノ モ ノハマ ン

トウ氏反慮 ノ強 陽性 デアルモ ノニ多 イ｡

結 核 菌檜殖 陽性 ナモ ノ・中 デノ・、 マ ン トウ氏反

磨陰 性ナモ ノガ、陽性 ナモ ノテ僅 二凌駕 シテ居

ル｡コ ノコ トハ｡前2回 ノ實験及第 四節 ノ實験

一見 ナカツタ鮎 デ、興味 ノアルモ ノデアル｡此

ノ鮎 二關 シテノ、総括 ニ於 テ論 ジ様 ト思 フ｡

第 四 節 看 護 婦=ツ イ テ 月實 験

祓 績 其 ル2(D群)

昭 和3年 及4年 ニ探用 シタ看護 婦115名 ニ ツ イ

テ、昭和r)年 夏 二行 ツ タ實 験 デアル｡1ケ 年乃

至2ケ 年病院生活 テ経 タモ ノデ アル｡

＼.ピ ルケー反廼

菌埆癒 くて

牽
卦

看護嬬ノビルレケー反磨 ト血液内結核菌増殖(其 ノ2)

:

合 計,15〔13.0%〕

00%」

0リ タ∠〕}

1LO.8%」1

12昭110.4%〕i

2日'1・7%〕i

±

0

1〔0.S96〕

9「7.8タ ク〕

0

0

101'1,S.7ラ6〕

十 什}柵
1

菌壇殖合計

0%」 1〔0%」
」

1[0.S%」 2L1.7%」 4〔3.5%」

S%〕 5〔4.3%〕 312.6%〕 6〔5.2%〕 15「13.0%〕

8タ6〕 39〔33.9%〕 27123.5%〕 4「3.5%〕 $0〔69.6%〕

0%〕 2〔1.7%〕 OlO%〕 0〔0タ6〕 14〔12.2%〕

o%〕 0〔0%〕 0'0%1 一 0〔0%〕 211.7%〕

7%〕 47〔40.7%〕 31L26.9%」 12〔10.5%〕 115〔100%」

本實験 ニ於 テ結核 菌 ガ血液 中 二

多 少 トモ堰殖 スルモ ノハ、1眠5%(111例)

全 ク檜殖 ラ示 サ ヌモ ノハ、3.5%(+例)

デ アル｡全 ク壇殖 ヲ示 サヌ+例 ノ内,ピ ル ケー

反慮(+)ラ 呈 スル1例 ハ検査後 ニ登病 シ、 ピル

ケー反癒(一}十)ノ1例 ハ登病 既二鬼籍 二入 リ、 ピ

ルレケー反磨(帯)ノ 内1例 ハ検査後 装病入院 シタ

モ ノデ アル｡故 ニ是等 ノ例 テ除 ケバ、健康者 ノ

殆 ン ド全部 二於 テ、多少 トモ血液 内ニ結 核菌 ノ

檜 殖 テ認 メ得 ルモ ノデアル｡

明 カナ檜殖 テ示 スモ ノ、 即 チ 〔+)以 上 ノ塘 殖 テ

示 スモ ノハ、83.5%研5例)中{){;例1デ アル ヵ

ラ、 本實瞼 ノ大 多数 二於 テ増 苑可 良 デ アル｡然

シ乍 ラ、前3同 ノ實験 ト比較 ス レバ、 其 ノ卒 ハ

相當 ノ低 下 子示 シテヰル｡結 核菌 檜殖 ノ程 度ハ ●

各 例 一 例 デ ハ ナ イ｡即 チ'

最 モ 多 イ モ ノ ハ、(+)ノ69.6%(80例}

之 ニ次 グ モ ノ ハ、(十)ノ12.2%(14例)

最 モ 少 イ モ ノ ハ、(帯)ノ1.7%(2例)

デ ア ル｡此 ノ實 験 二於 テ他 ト異 ル特 徴 ハ(±)ノ

籔 、 比 較 的 多 ク、 第 二 位 テ 占 メ(十)(冊)ノ 撒 ガ

少 イ 錨 ニ ア ル｡

ピ ル ケ ー 反 慮 ニ ツ イ テ ノ、、

陽 性 ノ モ ノ、87%(10(1例)
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陰 性 ノ モ ノ、13%(15例)

ア ア ル｡

血液 内結核 菌 ノ檜 殖 トピルケー氏反慮 トノ關係

ハ次 ノ表 ノ通 リデアル(第 八表) ｡

第 八 表

陰

唖

性

陽 性

陰 性

0〔0%〕

15「13.0%〕

陽 性

4-3.5%〕

96「83.5%〕

即 チ、 ピル ケー反慮陰性 デ菌檜殖陰性 ノモ ノ1

例 モナ久 ピルケー反慮陽性 デ菌檜殖陰性 ノモ

ノハ4例 アル ガ、其 ノ内3例 迄 ハ既 ニ登病 シタ

モノアアルレ｡

結 核菌増殖陽性 ノモ ノ・中デハ ピルケー反癒陰

性 ノモ ノ13、oo/・二封 シ、陽性 ノモ ノ83.5%デ

大 多撒 テ占メテ居ル｡

第五章 総括、考察遊二結論

1.本 實 験 ハ健康 ナ學 生 ト看護婦 合 セテ332名

ニ ツイテ、 「ス ライ ドセル、 カルチコア」法 ニヨ

ツテ、其 ノ血液 内ニ於 ケル人型結核 菌増殖 ヲ検

シタモ ノテアルレ｡

2.人 型 結核 菌 ノ健康 人血液 内二於 ケル増殖 ノ

程度 ハ次 ノ表 ニ示 ス通 リデアル(第 九表1｡

即 チ、 多少 トモ増殖 テ示 スモ ノ・・、98.2%(332

例 中316例)デ 、全 ク増 殖 テ示 サナ イモ ノハ、

1,8%(332例 中6例)デ アル｡(+)以 上 ノ増殖著

明 ナモ ノ・ミラ取 出 シテモ、89.1%テ 占 メ、例

撒 中 ノ大多数 デ アル｡

右 ノ事 實・・、人型結核 菌 ガ健 康人 血液 中 二良 ク

檜殖 テナ シ得 ルコ トラ立謹 スル｡

第 九 表 全 ク檜殖 テ示 サナ ィ

試 實数

6

± 30

十 218

十十 59

柵 19

合 計1332

%数

1.8

9.1

65.6

17.8

5.7

100.0

1.8%ノ 、〃台ン ド全部

ガ結核症 テ登 シタモ

ノデ アル カラ健康者

ノ大多撒 ニ於 テ菌増

殖 スル ト云 ヒ得 ヤ

ウ｡

3.結 核 菌 ノ健康 人

血 液 内 ニ 於 ケ ル 檜 殖 ハ 各 例 一 様 デ ハ ナ イ｡第 九

表 ノ示 ス通 リ、

最 モ 多 数 ニ ア ル モ ノノ、、(十)ノ65.6%((lll・8%)

次 デ 多 イ モ ノ ハ、(十)ノ17.8%(1R・0%)

之 ニ 次 グ モ ノ ハ、(±)ノ9.1%(9.4%)

最 モ 少 イ モ ノハ 、(柵)5.7%(5.8%)

デ ア ル｡()内 ノ百 分 率 ハ(一)ノ6名 ヲ 除 イ タ

316名 中 ノ%デ アル｡

右 ノ如 久(十)程 度 ノ檜 殖 テナスモ ノガ多数 テ

占メテ居 ル事實 ハ、 健康 人血液 中 一ハ結核 菌檜

殖 スルガ、其 ノ増 殖ハ大 多数 ニ於 テ甚 シク可良

ダ トノ・云 ヒ難 イ｡菌 ノ増殖 ガ或程 度抑制 サ レテ

居 ル ト見 ル ノガ妥 當 デ アル｡即 チ 言 テ 換ヘ レ

バ、健康成人血液 ハ結核 菌 ノ檜殖 二封 シ、或程

度 ノ阻止的作用 テ有 スル モ ノデアル｡

緒 方 ノ・健康海狽血液 ノ・人型結核 菌 二封 シ或 程度

ノ檜殖阻止作 用 テ有 スル コ ト テ實験推論 シタ

ガ、 此 ノ作用 ハ恐 ラク先 天性 ノモ ノデア ラウ ト

考 ヘテ居 ル｡佐 藤、伊藤 モ先 天的 二結核 ニ罹 リ

難 イ動物 ノ血液 ハ結核 菌檜殖 ニ封 シ阻止作用 ガ

アルコ トテ實験 シテ居 ル｡

然 シナガ ラ人 間 ニ於 テハ此 ノ阻 止作用 ハ恐 ラク

後 天的 ノ分 子 ガ多 イト考 ヘル｡ソ ノ理 由 トシテ

ハ次 ノ如 キ事實 ガ アル ヵラデアル｡余 等 ノ行 ツ

タ實験 ノ内 デC群 トD群 ハ全部 ノモ ノニ彊制的

ニ行 ツタモ ノデ、其 ノ%ハ 事實 ニ近 イモ ノト考

ヘルガ、 コ ノ雨群 テ比較 シテ見ル｡

(イ)「 ツベル ク リン」反慮 ノ、

陰 性%陽 性%

C群59.041.O

D群13.087.0

ノ如 ク、 入學 直後 ノC群 デハ其 ノ牛数以 上 ガ陰

性 デ陽性率 ハ此 レニ比 シ低 イニ係 ラズ、1年 乃

至2年 テ経過 シタD群 デハ甑 二、陰性率 ハ13・0

%二 迄 低下 シ、之 ・…反 シ陽性率 ハ87.0%ノ 高 率
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デ＼ 陽性薮 ガ非常 二檜 シテヰル｡コ ノ事實ノ・、

1、2年 ノ都會密集 生活 ニ ヨリ、結核 二曝露 サ

レル機會多 ク、結核菌 ノ侵 入 テウケタコ トテ示

ス｡而 モ臨躰的 ニ登病 ニ至 ラズ ニ居ル カ、又 ハ

臨林的 ニ登病 セズニ治癒 シタモ ノデ、理學的診

断 デハ健康 ト見倣 シ得 ルモ ノト考 ヘ テ ヨイ｡

(ロ)結 核 菌 ノ血液 内檜 殖 テ比較 シ表及 ピ圖 デ示

セバ次 ノ通 リデ アル(第 十表第1圖)｡

第 十 表 即 チ、C群 デノ・菌檜

惜
lc副D群
19.21.7

十

±

23.1

52.6

5.o

0.0

12.2

69.6

13.0

3.5

第1圖

殖著 シク良好 ナ(帯)

及(十)ノ 歎相當 ニ多

久 雨 者 テ 合 シ テ

42.3%ア ル モ ノガ、

D群 トナツテノ・、其

数13.9%ニ 減 ジタ｡

之 ニ反 シ、菌檜殖 ノ(十)

(±)(一)ノ 数 ガ著 シク1曾

シテヰル｡コ ノ關係 ハ第

1圖 ニ ヨリテ 明 カ デ ァ

ル｡此 ノ事 實 ハ菌増 殖ハ

良好 ヵ ラ不 良 へ移行 シタ

コ トラ示 スモ ノデ、 右圖

及 右表 デノ・D群 ノ・明 カニ

左 へ移行 シタ コ トガ 解

ル｡此 ノ左 ヘ ノ移行 ハ血

液 内結核 菌檜殖 ニ封 スル

阻 止作用 ノ充進 テ意味 ス

ルレモ ノテ アル｡

(イ)及(ロ)カ ラ「ツベル ク リン」反慮 ノ陽性率 ガ

檜加 スルニ從 ヒ、 血液 内結核 菌檜 殖阻止作用 ガ

高 マツタ事 ヲ知 ル｡此 ノ關係ハ緒言 ニ述 べ タ如

久 人 及 ビ動物 ガ結核 ニ感 染 スル コ トニ ヨツテ

現 バ レル ト全 ク同 ジデアルガ、此 ノ場 合増殖阻

止作用 ノ登現 ガ結核感染 ノ際 ノ様 ニ著 シクナ イ

ノガ異 ル黒占デアル｡

右 ノ様 ナ推論 ニ ヨリ、余等 ハ健康成人血液 内 ノ

結

余等 ハ健康成人血液 内人型結核菌檜殖 ニツイテ

結核菌檜殖 二封 スル抑制乃至阻止作用 ハ動物 ノ

場合 ト異 ナ リ、後 天的 ノ分子 テ多分 二含 ムモ ノ

ダ ト考ヘ ル｡

4,第 九 表 ニ現 レタ如 ク、 血液 内 ノ結核菌檜殖

・・一様 ニ同程 度 ノ増 殖 テナスモ ノデナ イ｡此 ノ

菌檜殖 ノ異同ハ右 二述 べ タ如 キ後 天的要素 ト、

爾又動物 ニ見ル如 キ先天 的要 素 トカ ラナル個性

的相異 ニヨツテ起 ルモ ノデアラウ｡

5.ナ ホー度 「ツベ ル クリン」反慮 ト菌檜殖 トノ

關 係ニ ツイテ考 ヘテ見 ル｡實 験例全部 ニ ツ イテ

(±)以 上 ラ陽性 ト見 テ表 ヲ作 レバ第十一 表 ラ得

ルレo

第 十 一 表

「ツベルク
リン」反癒

菌糀 ＼

陰 性 陽 性

陰 性10〔0%〕一 6〔1.8%〕

陽'1生179〔23.7%〕 247「74.5%〕

即 チ、 「ツベ ル クリン」反磨陰性 ノモ ノデ、血液

中 ノ結核菌曾殖陰性 ノ モ ノ ハ 全然 見出 シ得 ナ
　

イ、絡 テニ於 テ多少 トモ菌檜殖 ハ陽性 デ アル｡

「ツベル クリン」反癒陽性 ナモ ノデノ・菌壇殖陰性

ノモ ノガ少撒 ナガ ラ在 ル、 而 モ其 ノ其 ノ殆 ン ド

全部 ガ結核症 ノ登病 テ認 メタモ ノデ ァルヵ ラ、

健康 ト見倣 サ レテ居ル 「ツベル クリンH反 慮 陽性

者 ノ血液中 ニ菌 ガ増 殖 テ示 サナイ揚 合 ハ注意 テ

要 スル｡現 在登病 シテ居 ナ イデモ後 ニ襲 病 スル

可能性 ガ アルコ トハA群 及 ピD群 デ経験 シタ庭

デ アル｡「 ツベル クリン」反慮 陽性即菌檜殖陰 性

ト云 フ關係 ハ結核罹 患 ノ際 ニ現 バ レル通 則 デア

ル｡「 ッ〈ごル クリン」反鷹陽性 デ菌増殖 モ陽性 ナ

ル モ ノハ、實験例 ノ大多撒 テ占 ・テ居 ル
｡此 ノ

事 實ハ考察(3)デ 述 べ タ理 由 ニ ヨ リ読明 シ得

ル｡即 チ、結核菌 ノ侵入 ガ アツテ而 モ襲病 二至

ラヌ健康者 ダガ「ツベル ク リン」反慮 ハ其 ノ爲 二

陽性 トナ リ菌増 殖ハ多少 ノ抑制 テ受 ケツ ・モ檜

殖 テ示 スモ ノガ多数 アル カラデアル｡

論

實験 シ次 ノ結 論 ラ得 タ｡
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1.健 康成人血液 中ニハ人型結核菌登育檜殖 ス

ルレ0

1.健 康 成人血液 中 ニ ノ・人型結核 菌檜殖 ニ封

シ、幾 分抑制乃 至阻止的作 用 ガアル｡

1.健 康 成 人血液 ノ人型結核 菌増殖 阻iL作 用 一

ハ個 性的差異 テ認 メル｡

1.「 ツベル クリン」反慮 陽性度 ノ強 キモ ノニノ、

菌檜殖 ガ阻止 セ ラル ・傾 向 ガ多 イ｡

1.「 ツベル クリン」反磨陽性 ニ シテ菌増殖 ノ阻

止多 キモ ノノ・結核嚢病 ノ傾 向ガ多 イ｡

].シ カ シ健康成 人ニ於 テノ・、 「ツベル ク リン」

反磨陰 性即菌増殖陽性、 「ツ〈ごルレクリン」反慮

陽性帥菌檜殖陰性 ノ法則 ハ成立 シ得 ナ イ｡「ツ

ベル ク リン」反慮 陽性 ノ健康者 ガ 多撒存在 ス

ルレカフアアル｡

欄筆 スルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導ヲ賜 ツタ

恩師今村教授 二謹 ンデ感謝 ノ意 テ表 スル｡
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